
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議委員会が企画した「元気アップサポート事業」の今年度第三回目が

２月１７日に行われました。今回も味噌汁を提供し、寒空の中登校してきた児童

は、味噌汁が入ったカップで両手を温めながら、美味しそうに味わっていました。 

今回は１３名のボランティアの方がフル回転で、手際よく子どもたちが待つ席に味

噌汁を提供してくださいました。廊下には提供場所の家庭科室への入室を待つ児童

の列も見られ、約２８０名の児童が来ました。 


